
       - 1 - 

 
 
 

ご 
挨 
拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

お
暑
う
ご
ざ
い
ま
す
。
台
風
の
影
響
を
受
け
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
い
く
ら
暑
く
と
も
、
い
く
ら
寒
く
と
も
、
川
柳
を
し

っ
か
と
心
に
抱
い
て
い
る
姿
は
、
実
に
爽
や
か
に
見
え
る
も
の
で
す
ね
。 

 

さ
て
、
今
年
は
柳
多
留
２
５
０
年
と
い
う
実
に
私
た
ち
に
と
っ
て
意
義

の
あ
る
年
で
あ
り
ま
す
。
東
京
で
は
そ
れ
を
祝
う
、
い
く
つ
か
の
大
会
が

開
か
れ
、
開
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
い
く
ら
暑
く
と
も
、
い
く
ら
寒
く
と

も
何
が
あ
っ
て
も
「
川
柳
」
は
元
気
に
飛
び
跳
ね
る
も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら

人
間
を
詠
む
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
川
柳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

さ
て
六
月
に
千
葉
県
銚
子
市
を
挙
げ
て
の
全
日
本
川
柳
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
役
を
果
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
心
か
ら
ご
苦
労
さ
ん
と
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
時
間
を
か
け
て
参
加
さ
れ
た
方
々
の
お
顔
は
実
に
美
し
く

見
え
ま
し
た
。
宿
泊
所
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
名
前
を
知
ら
な
く
と
も
、

み
ん
な
川
柳
の
友
だ
ち
で
し
た
。 

 

や
は
り
人
間
を
詠
む
川
柳
は
凄
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
人
間

の
「
ぬ
く
み
」
が
川
柳
を
前
へ
押
し
出
す
大
き
な
パ
ワ
ー
だ
と
知
り
ま
し

た
。
年
一
回
の
こ
の
大
会
は
「
川
柳
の
原
点
」
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。
更
に

こ
の
大
会
で
川
柳
の
作
品
を
高
め
る
こ
と
も
再
認
識
し
ま
し
た
。
大
会
の

作
品
は
決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
む
し
ろ
作
品
の
ス
タ
ー
ト
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
あ
の
美
し
い
笑
顔
が
ま
だ
ま
だ

作
品
に
達
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
出
席
者
が
多
く
、
こ
れ
も
こ
れ
か
ら
の
大
切

な
教
え
だ
と
思
い
ま
し
た
。
小
中
学
生
が
受
賞
さ
れ
る
光
景
（
？
）
は
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
多
く
の
教
訓
を
与
え
た
大
会
で
し
た
。 

 

今
回
は
感
じ
た
こ
と
を
正
直
に
書
か
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 
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文
部
科
学
大
臣
賞 

Ｈ
Ｂ
ど
ち
ら
の
濃
さ
も
私
で
す 

岐 

阜 

紙
谷 

 

清 
  
 
 

参
議
院
議
長
賞

 
好
奇
心
こ
れ
が
わ
た
し
の
葉
緑
素 

青 

森 

濱
山 

哲
也 

  
 
 

川 

柳 

大 

賞 

鉛
筆
で
書
い
て
は
消
し
て
い
る
翼 

静 

岡 

米
山
明
日
歌 

  
 
 

大 
 

会 
 

賞 

抱
き
し
め
て
沼
の
ひ
と
つ
を
消
し
ま
し
た 

宮 

城 

鎌
田 

京
子 

伸
び
る
芽
へ
白
紙
の
地
図
を
添
え
て
や
る 

東 

京 

西
潟
賢
一
郎 

風
が
誘
う
か
ら
ト
ム
ソ
ー
ヤ
に
な
ろ
う 

奈 

良 

ひ
と
り 

静 

言
の
葉
を
沈
め
て
沼
が
澄
ん
で
く
る 

宮 

城 

西 

恵
美
子 

今
日
か
ら
は
二
人
で
編
ん
で
い
く
歴
史 
青 

森 

三
浦 

幸
子 

銀
杏
散
る
私
は
何
を
遺
せ
る
か 

茨 
城 

佐
瀬 

貴
子 

生
き
て
こ
そ
あ
し
た
の
風
に
踏
み
出
せ
る 

福 
島 
島
田 

光
子 

ロ
ボ
ッ
ト
が
吠
え
る
愛
っ
て
な
ん
で
す
か 

千 

葉 
斉
藤 

昭
子 

母
の
木
が
静
か
に
吠
え
て
い
る
非
戦 

埼 

玉 

斎
藤 
弘
美 

ド
ー
ナ
ツ
の
真
ん
中
辺
に
誘
う
声 

群 

馬 

河
合
笑
久
慕 

今
の
内
漂
白
し
た
い
世
界
地
図 

茨 

城 

松
本 

晴
美 

   
 
 

千

葉

県

知

事

賞

 
 

え
ん
ぴ
つ
と
け
し
ご
む
ま
る
で
父
と
母 

新 

潟 

柿 

崎 

小 

５ 

太
田 

圭
人 

  
 
 

銚

子

市

長

賞

 
 

ヨ
ー
イ
ど
ん
今
日
の
自
分
を
お
っ
か
け
る 

千 

葉 

花

野

井

小 

５ 

正
木 

敬
梧 

  
 
 

千

葉

県

教

育

長

賞

 
 

め
を
と
じ
て
こ
こ
ろ
の
こ
え
を
き
い
て
み
る 

千 

葉 

豊 

里 

小 

４ 

加
瀬 

葵
唯 

  
 
 

銚

子

市

教

育

長

賞

 
 

明
日
は
ね
今
日
の
私
を
こ
え
て
い
く 

富 

山 

五 

福 

小 

４ 

中
澤 

 

凜 

 
 
 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 
 

え
ん
ぴ
つ
は
ぼ
く
の
え
が
お
が
大
好
き
だ 

富 

山 

野 

村 

小 

５ 

常
川 

大
翔 

 

ス
タ
ー
ト
の
音
は
お
花
が
開
く
音 

佐 

賀 

東

脊

振

小 

３ 

松
尾 

 

芽 
  
 
 

教

育

新

聞

社

賞

 
 

迷
っ
て
い
い
だ
か
ら
ふ
み
だ
せ
第
一
歩 

千 

葉 

白 

山 

中 

２ 

吉
田 

朋
望 

 

じ
ん
生
は
自
分
の
み
ら
い
つ
ま
っ
て
る 

愛 

知 
 

３ 

尾
崎 

瑠
璃 

 

え
ん
ぴ
つ
で
自
分
の
未
来
か
き
お
ろ
し 

千 

葉 

第 

五 

中 

１ 

飯
田 

慎
也 

第 39回 全日本川柳 2015年 千葉大会 
（当日参加者 607名/事前参加者 1,910名/ジュニア参加者 8,644名） 

ジ 

ュ 

ニ 

ア 

部 

門 
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場 

所
＝
銚
子
市
青
少
年
文
化
会
館 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

東
西
常
任
幹
事
会
・
総
会 

議 

案 

議
案
第
一
号 

平
成
26
年
度
事
業
報
告
承
認 

 
 
 
 
 
 

の
件 

議
案
第
二
号 

平
成
26
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 
 
 
 
 

承
認
の
件 

報
告
第
一
号 

平
成
26
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
三
号 

新
理
事
選
任
の
件 

報
告
第
二
号 

全
国
大
会
表
彰
の
件 

そ
の
他 

 

理 

事 

会 
 

議 

案 

議
案
第
一
号 

平
成
28
年
度
題
と
選
者
の
件 

議
案
第
二
号 

役
付
理
事
の
選
任
の
件 

議
案
第
三
号 

新
常
任
幹
事
選
出
の
件 

そ
の
他 

 

右
の
議
案
案
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
理
事

会
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

 <

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

長
谷
川
酔
月
・
田
久
保
亜
蘭 

 
 

篠
田 

東
星
・
手
塚 

好
美 

 
 

小
山
し
げ
幸
・
草
間 

敏
也 

 

連
続
15
回
参
加 

 
 

川
合 

笑
迷
・
白
勢
朔
太
郎 

<
マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

長
谷
川
酔
月
・
鈴
木 

如
仙 

 
 

三
浦 

 

宏 

<

第
10
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

辻 
 

晩
穂
・
廣
島 

英
一 

 
 

石
田 
一
郎
・
鷲
見 

敏
彦 

 
 

長
江 

時
子 

協
会
運
営
に
貢
献
の
あ
っ
た
方 

 
 

佐
々
木
文
子 

<

第
８
回
川
柳
文
学
賞> 

正 

賞
「
雲
の
か
た
ち
」 

 
鎌
田 

京
子 

準 

賞
「
レ

ム

睡

眠
」 

 

竹
内
ゆ
み
こ 

 
平
成
27
年
度 

第
２
回 

理 

事 

会 

 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会
（
六
月
十
四
日
） 

 
 

通

常

総

会 

  

第
一
部 

事
前
投
句
選
者 

 
 

「 

ス
タ
ー
ト 

」 

久 

﨑 

田 

甫 

選 

 
 

「 
 

葉 
 

」 

千 

葉 

絹 

子 

選 

 
 

「 

誘 
 

う 

」 

鈴 

木 

順 

子 

選 

 
 

「 

鉛 
 

筆 

」 

菅 

原 

孝
之
助 

選 

  

第
二
部 

当
日
投
句
選
者 

 
 

「 
 

沼 
 

」 

赤 

松 

ま
す
み 

選 

 
 

「 

吠 

え 

る 

」 

齊 

藤 

由
紀
子 

選 

 
 

「 

地 
 

図 

」 

金 

子 

美
知
子 

選 

  

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 
 

「 

ス
タ
ー
ト 

」 

池 
 
 

森 

子 

選 

 
 

「 

え
ん
ぴ
つ 

」 

酒 

井 

青 

二 

選 

 
 

「
自
由
に
作
る
」 

江 

口 

信 

子 

選 

  

第
二
次
選
者 

 
 
 

久
保
田 

半
蔵
門
・
雫 

石 

隆 

子 

 
 
 

赤 

井 

花 

城
・
佐 

藤 

美 

文 

 
 
 

島 

田 

駱 

舟
・
森 

中 

惠
美
子 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

第
39
回 

千

葉

大

会

選

者 
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理 

事 
長 

大
野 

英
雄
（
風 

柳
） 

 
 

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

副
理
事
長 
竹
本 

正
秀
（
瓢
太
郎
）
・
久
保
田
茂
三
（
半
蔵
門
） 

常
務
理
事 

磯
野 

 

勇
（
い
さ
む
）
・
本
田 

智
彦
（
智 

彦
） 

 
 

 
 

 

大
木 
俊
秀
（
俊 

秀
）
・
岡
﨑 

 

守
（ 

守 

） 

 
 
 
 

 

河
内 

權
治
（
天 

笑
） 

理 
 

事 

佐
藤 

政
彦
（
岳 
俊
）
・
平
田 

朝
子
（
朝 

子
） 

 
 

 
 

 

赤
井 

二
郎
（
花 

城
）
・
津
田 

 

暹
（ 

暹 

） 

 
 

 
 

 

雫
石 

隆
子
（
隆 

子
）
・
松
代 

章
弘
（
天 

鬼
） 

 
 

 
 

 

平
山 

繁
夫
（
繁 

夫
）
・
小
島 
和
幸
（
蘭 

幸
） 

 
 

 
 

 

佐
藤 

美
文
（
美 

文
）
・
井
原 

滿
子
（
み
つ
子
） 

 
 

 
 

 

植
木 

利
衛
（
利 

衛
）
・
島
田 

信
一
（
駱 
舟
） 

監 
 

事 

天
根 

利
德
（
夢 

草
）
・
秋
田 

 

恂
（
じ
ゅ
ん
） 

相 

談 

役 

尾
藤 

三
柳 

顧 
 

問 

河
村 

建
夫
・
田
辺 

聖
子
・
池
井 

 

優 

 
 
 
 

 

川
村 

恒
明
・
林 

え
り
子
・
塩
見 

草
映 

 
 
 
 

 

清
水 

厚
実
・
近
藤 

勝
重 

常
任
幹
事 

 

Ａ
１
地
区 

 
 

辻 
 

晩
穂
・
浪
越 

靖
政 

 

Ａ
２
地
区 

 
 

佐
藤 

古
拙
・
髙
瀨 

霜
石
・
舘
岡 

稲
風
・
長
谷
川
酔
月 

 
 

渡
辺 

松
風
・
熊
谷 

岳
朗
・
西 

恵
美
子
・
仁
多
見
千
絵 

 
 

山
口
ま
も
る
・
駒
木 

一
枝
・
山
田 

 

昇 

 

Ａ
３
地
区 

 
 

太
田
紀
伊
子
・
上
田 

健
太
・
酒
井 

青
二
・
篠
﨑 

紀
子 

 
 

高
鶴 

礼
子
・
て
じ
ま
晩
秋
・
西
潟
賢
一
郎
・
花
道 

歌
子 

 
 

松
岡
惠
美
子
・
守
屋
不
二
夫
・
渡
辺 

 

梢
・
荻
原 

鹿
声 

 
 

篠
田 

東
星
・
秋
山 

春
海
・
荻
原 

亜
杏
・
田
中
寿
々
夢 

 
 

原
名 

幸
雄
・
江
畑 

哲
男
・
及
川
竜
太
郎
・
太
田
ヒ
ロ
子 

 
 

千
葉 

絹
子
・
堀
江 

加
代
・
米
島 

暁
子 

 
Ａ
４
地
区 

 
 

青
田 

煙
眉
・
安
藤 

紀
楽
・
安
藤 

波
瑠
・
い
し
が
み
鉄 

 
 

上
村 

 
脩
・
大
野 

征
子
・
小
金
沢
綏
子
・
こ
ぎ
そ
せ
い
ぞ
う 

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
川
柳
協
会
役
員 
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齊
藤
由
紀
子
・
佐
藤 

孔
亮
・
竹
田 

光
柳
・
田
中
八
洲
志 

 
 

尾
藤 

一
泉
・
廣
島 

英
一
・
三
井 

良
雄 

 

Ａ
５
地
区 

 
 

荻
原
美
和
子
・
金
子
美
知
子
・
堀
井 

 

勉
・
渡
辺 

貞
勇 

 
 

今
田 

久
帆
・
岩
田 

明
美
・
加
藤 

 

鰹
・
松
川
多
賀
男 

 

Ａ
６
地
区 

 
 

玉
島
よ
志
子
・
中
沢
久
仁
夫
・
大
野
風
太
郎
・
川
合 

笑
迷 

 
 

菅
原
孝
之
助
・
玉
井
た
け
し
・
山
倉 

洋
子
・
石
田 

一
郎 

 

Ｂ
１
地
区 

 
 

坂
下 

 

淸
・
酒
井 

路
也
・
久
﨑 
田
甫 

 

Ｂ
２
地
区 

 
 

鈴
木 

順
子
・
奈
倉 

楽
甫
・
小
林 

映
汎
・
鷲
見 

敏
彦 

 
 

宮
村 

典
子 

 

Ｂ
３
地
区 

 
 

小
梶 

忠
雄
・
植
野
美
津
江
・
大
楠 

紀
子
・
土
田 

欣
之 

 
 

川
上 

大
輪
・
三
宅 

保
州 

 

Ｂ
４
地
区 

 
 

赤
松
ま
す
み
・
池 

 

森
子
・
板
尾 

岳
人
・
川
端 

一
歩 

 
 

髙
田
美
代
子
・
竹
森 

雀
舎
・
伊
達 

郁
夫
・
田
中 

螢
柳 

 
 

田
中 

新
一
・
長
江 

時
子
・
西
出 

楓
楽
・
西
山
春
日
子 

 
 

森
中
惠
美
子 

 

Ｂ
５
地
区 

 
 

上
野
多
惠
子
・
奥
田
み
つ
子
・
黒
嶋 

海
童
・
長
島 

敏
子 

 
 

村
上 

氷
筆
・
矢
沢 

和
女 

 

Ｂ
６
地
区 

 
 

新
家 

完
司
・
鈴
木 

公
弘
・
春
木
圭
一
郎
・
牧
野 

芳
光 

 
 

森
山 

盛
桜
・
松
本 

 

昌 

 

Ｂ
７
地
区 

 
 

高
木 

勇
三
・
浅
原
志
ん
洋
・
淡
路 

獏
眠
・
弘
兼 

秀
子 

 
 

大
場 

孔
晶
・
宮
本 

仙
舟 

 

Ｂ
８
地
区 

 
 

土
橋 

旗
一
・
福
本 

清
美
・
上
甲 

満
男
・
田
辺 

進
水 

 
 

平
井 

丹
波
・
小
笠
原 

望
・
竹
﨑
た
か
ひ
ろ 

 

Ｂ
９
地
区 

 
 

梅
崎 

流
青
・
古
谷
龍
太
郎
・
菖
蒲 

正
明
・
西
村 

正
紘 

 
 

井
上 

万
歩
・
永
石 

珠
子
・
平
井 

義
雄
・
田
口 

麦
彦 

 
 

安
永 

理
石
・
泉 

 

談
亭
・
進
藤
す
ぎ
の
・
麻
井 

文
博 

 
 

大
田
か
つ
ら
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正味財産増減計算書 
平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで            （単位：円） 

  

科目 当年度 前年度 増減 備考 
Ⅰ 一般正味財産増減の部         
  １．経常増減の部         
   （１）経常収益         
    基本財産運用益 19,777 34,781 △ 15,004   
    受取入会金 15,000 27,000 △ 12,000   
     柳社入会金 3,000 18,000 △ 15,000   
     個人入会金 12,000 9,000 3,000   
    受取会費 5,949,000 5,432,000 517,000   
     理事会費 576,000 384,000 192,000   
     常任幹事会費 3,000,000 2,640,000 360,000   
     正会員会費（団体） 2,219,000 2,282,000 △ 63,000   
     正会員会費（個人） 154,000 126,000 28,000   
    普及向上事業収益 14,701,552 14,413,673 287,879   
     誌上大会 3,480,000 3,363,943 116,057   
     電子出版 1,263,600 0 1,263,600   
     全国大会（事前） 1,784,001 1,988,120 △ 204,119   
     全国大会（当日） 5,610,139 7,132,899 △ 1,522,760   
     表彰後援事業 252,992 246,900 6,092   
     選考協力事業 2,310,820 1,681,811 629,009   
    受取補助金等 0 0 0   
    受取寄付金 1,000,000 1,110,000 △ 110,000   
    雑収益 0 0 0   
      経常収益計 21,685,329 21,017,454 667,875   
   （２）経常費用         
    事業費 19,439,873 18,839,365 600,508   
     給料手当 3,700,858 3,411,999 288,859   
     臨時雇賃金 317,140 79,440 237,700   
     退職給付費用 142,500 135,000 7,500   
     旅費交通費 536,860 725,440 △ 188,580   
     通信運搬費 1,463,796 1,440,703 23,093   
     支払手数料 5,724 4,095 1,629   
     消耗品費 268,899 135,996 132,903   
     印刷製本費 3,557,092 2,147,334 1,409,758   
     光熱水料費 108,893 99,985 8,908   
     賃借料 1,185,153 1,091,588 93,565   
     保険料 45,492 46,950 △ 1,458   
     諸謝金 1,993,880 1,480,000 513,880   
     表彰後援費 503,447 907,936 △ 404,489   
     実行委員会運営費 5,610,139 7,132,899 △ 1,522,760   
     雑費 0 0 0   
    管理費 1,809,685 1,803,398 6,287   
     給料手当 194,782 379,111 △ 184,329   
     退職給与費用 7,500 15,000 △ 7,500   
     福利厚生費 11,688 46,100 △ 34,412   
     会議費 243,050 161,124 81,926   
     旅費交通費 224,350 171,920 52,430   
     通信運搬費 77,042 146,842 △ 69,800   
     支払手数料 4,644 6,390 △ 1,746   
     消耗品費 14,153 15,110 △ 957   
     印刷製本費 0 191,100 △ 191,100   
     光熱水料費 5,731 11,109 △ 5,378   
     賃借料 62,376 121,288 △ 58,912   
     保険料 10,050 0 10,050   
     法定福利費 627,599 138,808 488,791   
     租税公課 70,000 0 70,000   
     接待交際費 7,060 7,200 △ 140   
     雑費 249,660 392,296 △ 142,636   
      経常費用計 21,249,558 20,642,763 606,795   
    当期経常増減額 435,771 374,691 61,080   
  ２．経常外増減の部         
   （１）経常外収益         
    退職給付取崩益 0 0 0   
    経常外収益計 0 0 0   
   （２）経常外費用         
    （該当なし） 0 0 0   
    経常外費用計 0 0 0   
    当期経常外増減額 0 0 0   
   当期正味財産増減額 435,771 374,691 61,080   
   一般正味財産期首残高 5,386,745 5,012,054 374,691   
    一般正味財産期末残高 5,822,516 5,386,745 435,771   
Ⅱ 指定正味財産増減の部         
   当期指定正味財産増減額 0 0 0   
   指定正味財産期首残高 21,000,000 21,000,000 0   
    指定正味財産期末残高 21,000,000 21,000,000 0   
Ⅲ 正味財産期末残高 26,822,516 26,386,745 435,771   
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２
０
１
５
年
６
月
13
日
、
千
葉
県
・
犬
吠
埼
ホ
テ
ル
に
て
授
賞
式
が
行

な
わ
れ
、
平
山
繁
夫
選
考
委
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
川
柳
家
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
賞
状
、
盾
と
副
賞
10
万
円
が
、
受
賞
さ
れ
た
鎌
田
京
子
氏
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
準
賞
を
受
賞
さ
れ
た
竹
内
ゆ
み
こ
氏
に
は
賞

状
、
盾
、
副
賞
３
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
８
回
川
柳
文
学
賞
は
平
成
26
年
に
発
刊
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請

の
あ
っ
た
13
冊
を
選
考
委
員
（
久
保
田
半
蔵
門
・
平
山
繁
夫
・
雫
石
隆
子
・

林
え
り
子
（
作
家
））
４
名
（
敬
称
略
）
が
選
考
し
ま
し
た
。 

 

■ 

総
評 

選
考
委
員
：
平
山
繁
夫 

 

平
成
27
年
５
月
12
日
、
東
京
・
台
東
区
西
浅
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
行
わ
れ
た
。 

 

出
席
者
は
久
保
田
半
蔵
門
委
員
、
林
え
り
子
委
員
（
作
家
）、
平
山
繁
夫

委
員
、
雫
石
隆
子
委
員
（
文
面
参
加
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
本
田
智

彦
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。
大
木
俊
秀
委
員
長
は
欠
席
。 

 

『
雲
の
か
た
ち
』 

一
位
推
薦
者 

雫
石
・
林
・
平
山
の
各
委
員 

 

本
書
は
史
書
的
な
作
品
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
抒
情
に
流
さ
れ
ず
、
伝
統
文
芸

と
し
て
の
「
う
が
ち
」
を
主
点
に
置
く
手
法
が
よ
い
。
最
近
の
川
柳
は
私
小
説
的

な
も
の
が
多
い
が
こ
の
作
品
に
は
普
遍
性
、
共
感
性
が
あ
り
、
川
柳
ら
し
さ
が
あ

る
。
ま
た
本
来
も
つ
抒
情
の
古
風
を
現
代
の
知
性
に
包
み
こ
む
技
巧
と
、
視
覚
的

感
覚
か
ら
主
知
的
思
考
へ
の
展
開
が
巧
妙
で
あ
る
。 

  

『
レ
ム
睡
眠
』 

一
位
推
薦
者 

久
保
田
委
員 

二
位 

〃 
 

雫
石
委
員 

三
位 

〃 
 

平
山
委
員 

 

こ
の
作
品
の
軽
味
の
世
界
、
境
地
を
買
う
。 

 

リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
言
葉
に
音
楽
性
が
あ
り
、
心
の
ゆ
ら
ぎ
や
微
動
力
が
よ

い
。
こ
れ
か
ら
の
川
柳
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
独
特
の
文
体
を
持
ち
、
自
己

を
凝
視
す
る
姿
が
あ
る
。 

 

若
い
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
評
価
し
次
代
へ
つ
な
ぐ
句
集
で
あ
る
。 

一
方
、
本
書
に
活
用
さ
れ
て
い
る
会
話
調
は
、
短
歌
の
世
界
で
平
易
で
都
会
的
で

若
い
歌
人
に
う
け
た
の
が
、
昭
和
六
十
二
年
で
あ
り
、
学
者
か
ら
全
体
的
に
軽
口

で
内
質
が
貧
し
く
な
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
短
歌
界
で
中
心
課
題
と
な
っ
た
。
そ

ん
な
歴
史
が
あ
っ
た
事
を
川
柳
人
も
認
識
す
べ
き
だ
と
い
う
発
言
も
聞
か
れ
た
。

入
賞
外
と
な
っ
た
「
あ
り
が
と
う
有
難
う
」
も
注
目
さ
れ
た
。 

 

第
８
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正 

賞
『 

雲
の
か
た
ち 

』 

鎌
田 

京
子 

準 

賞
『 
レ

ム

睡

眠 

』 

竹
内
ゆ
み
こ 
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鎌 

田 

京 

子 

氏 

竹 

内 

ゆ
み
こ 

氏 

 

        

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

雲
の
か
た
ち 
』 

 
 
 

 

三
月
の
海
も
わ
た
し
も
泣
き
虫
で 

 
 
 

 

悲
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て
裏
返
す 

 
 
 

 

黄
昏
を
一
枚
あ
り
が
た
く
も
ら
う 

 
 
 

 

雨
上
が
る
優
し
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら 

 
 
 

 

再
生
へ
無
言
の
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ク
シ
ン
グ 

 
 
 

 

踏
切
を
待
っ
て
る
う
ち
に
老
人
に 

 
 
 

 

泣
く
だ
け
泣
い
て
バ
ラ
が
一
輪
咲
き
ま
し
た 

 
 
 

 

う
っ
か
り
と
雲
の
か
た
ち
を
渡
さ
れ
る 

 
 
 

 

い
ち
に
ち
の
真
ん
中
辺
で
行
く
ト
イ
レ 

 
 
 

 

空
ば
か
り
掴
ま
え
て
い
る
捕
虫
網 

 
 
 

 

熟
れ
過
ぎ
て
上
手
に
笑
え
な
い
果
実 

 
 
 

 

消
し
ゴ
ム
で
消
え
な
い
と
こ
ろ
沼
に
な
る 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

レ
ム
睡
眠 

』 

 
 
 
 

あ
あ
そ
う
か
そ
う
か
と
水
に
な
っ
て
ゆ
く 

 
 
 
 

０
か
ら
１
へ 

も
の
す
ご
く
遠
い
ね
え 

 
 
 
 

す
み
ま
せ
ん
あ
し
た
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か 

 
 
 
 

こ
ん
に
ゃ
く
の
素
質
も
少
し
お
あ
り
で
す 

 
 
 
 

ち
ょ
う
ど
い
い
箱
を
見
つ
け
て
き
ま
し
た
よ 

 
 
 
 

残
念
賞
を
袋
い
っ
ぱ
い
持
ち
帰
る 

 
 
 
 

あ
な
た
の
こ
と
を
よ
く
見
る
た
め
に
目
を
閉
じ
る 

 
 
 
 

さ
よ
な
ら
の
匂
い
の
残
る
シ
ャ
ツ
と
い
る 

 
 
 
 

泣
い
て
た
ね
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
あ
げ
る 

 
 
 
 

ア
リ
バ
イ
は
あ
る 

徳
島
で
踊
っ
て
た 

 
 
 
 

何
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
手
を
開
く 

 
 
 
 

ブ
ラ
ジ
ル
に
届
い
て
し
ま
う
ほ
ど
笑
う 

 

       

平
成
26
年
２
月
１
日
発
行 

四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー 

頁 

高
橋
印
刷
株
式
会
社 

定
価
千
二
百
円 

平
成
26
年
12
月
22
日
発
行 

Ａ
５
判
変
型
ソ
フ
ト
カ
バ
ー 

114

頁 

新
葉
館
出
版 

定
価
千
円
（
税
別
） 
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平
成
27
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 

 

秋 

田 

県 
佐
々
木(

さ
さ
き)  

文
子(

ふ
み
こ)  

昭
和5

年6

月6

日
生 

昭
和3

1

年 

川
上
三
太
郎
に
師
事
、「
川
柳
研
究
」
同
人
、
幹
事
と
な
る
。
昭
和5

5

年 

大
館

わ
ら
べ
の
会
創
設
、
秋
田
・
青
森
親
善
川
柳
大
会
創
設
。
平
成2

年 

大
館
市
芸
術
文
化
賞
受

賞
。
平
成5

年 

秋
田
県
芸
術
文
化
賞
受
賞
。
秋
田
の
文
芸
審
査
員3

回
。
平
成4

年 

秋
田

魁
新
報
文
化
欄
川
柳
選
者 

現
在
に
至
る
。
県
生
涯
学
級
講
師
「
文
化
講
演
」
な
ど
。
平
成2

0

年 

東
北
川
柳
連
盟
功
労
賞
。 

著
書 

句
集
「
白
樺
」、
詩
集
「
お
ば
な
」、
茶
の
間
随
筆
「
北
の
街
か
ら
」「
お
と
な
り
の
町
か

ら
」「
福
寿
草
」 

________________________________________ 

東 

京 

都
・
西
來(

に
し
ら
い)  

み
わ 

昭
和5

年6
月2

1

日
生 

長
野
県
生
ま
れ
。
昭
和2

8

年 

療
養
雑
誌
「
保
健
同
人
」
の
川
上
三
太
郎
選
に
投
句
、
川
柳

を
始
め
る
。「
川
柳
研
究
」
誌
友
を
経
て
昭
和3

3

年
幹
事
同
人
。
平
成1

5

～2
1

年 

川
柳
研

究
社
代
表
。
現
在 

川
柳
研
究
社
顧
問
。
平
成1

3

～2
1

年 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
。 

句
集
「
母
子
像
」（
夫
、
西
來
武
治
「
菩
提
心
」
と
の
共
著
）、
川
柳
句
集
「
た
ん
ぽ
ぽ
」、
随

想
「
風
車
・
永
遠
に
母
は
駈
け
て
る
音
で
あ
る
」、
川
柳
句
集
「
ね
ん
こ
ろ
り
」 

________________________________________ 

山 

梨 

県
・
鈴
木(

す
ず
き)  

東
峰(

と
う
ほ
う)  

昭
和5

年1

月5

日
生 

川
柳
甲
斐
野
社
代
表 

昭
和2

3

年
ご
ろ
川
柳
を
始
め
る
。
甲
府
市
役
所
に
勤
務
し
な
が
ら
、
川
柳
「
あ
お
ぞ
ら
」
の

編
集
に
従
事
。 

昭
和5

5

年 

川
柳
甲
斐
野
社
を
創
立
、
現
在
に
至
る
。 

著
書
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
句
が
作
れ
る
か
」 

________________________________________ 

兵 

庫 

県
・
奥
田(

お
く
だ)  

み
つ
子(

こ)  

昭
和7

年1

月2
6

日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
、
川
柳
塔
社
相
談
役
、
西
宮
北
口
川
柳
会
会
長 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
通
信
添
削
講
座
講
師
、
産
経
学
園
川
柳
講
師
、
川
柳
の
会
「
法
円
」

講
師 

昭
和5

6

年 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
受
講
。
昭
和5

8

年 

川
柳
塔
社
同
人
。 

平
成8

～1
2

年 

川
柳
塔
社
編
集
長
。 

平
成11

年 

句
集
「
白
い
梅
」、
平
成1

8

年 

句
集
「
遠
き
人
へ
」 

平
成1

9

年 

「
ピ
ン
チ
に
は
う
つ
む
か
な
い
で
空
を
見
る
」 

________________________________________ 

愛 

媛 

県
・
塩
見(

し
お
み)  

草
映(

そ
う
え
い)  

大
正1

5

年8

月1
8

日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
顧
問
、
愛
媛
県
川
柳
文
化
連
盟
会
長 

愛
媛
県
生
ま
れ
。
昭
和2

6

年
よ
り
川
柳
を
始
め
る
。
昭
和3

0

年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
同

人
。 

平
成8

年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
代
表
。
平
成1

4

～2
1

年 

全
日
本
川
柳
協
会
副
理
事
長
。 

句
集
「
現
代
川
柳
選
集
」
第6

巻
参
加
。「
遊
心
」 

平
成1

0

年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章 

  

 

（
敬
称
略
） 

北
海
道 

辻つ
じ 

晩
穂

ば
ん
す
い 

昭
和
５
年
３
月
５
日
生 

北
海
道
川
柳
連
盟 

顧
問 

東
北
海
道
川
柳
連
盟 

顧
問 

北
見
文
化
連
盟 

参
与 

北
見
市
教
育
委
員
会 

指
導

員
（
川
柳
講
座
）
他 

平
成
14
年
「
北
の
系
譜
」、
平
成
16
年
「
東
北
海
道

川
柳
四
十
年
史
」
平
成
19
年
「
時
代
の
肖
像
」、
平
成

21
年
「
北
の
指
標
」、
平
成
23
年
「
北
の
指
座
」
他 

 

東
京
都 

廣
島

ひ
ろ
し
ま 

英
一

え
い
い
ち 

昭
和
２
年
11
月
10
日
生 

昭
和
50
年
３
月 

報
知
新

聞
「
ほ
う
ち
川
柳
」
欄
の
復

帰
開
設
に
と
も
な
い
投
句

開
始
、
昭
和
56
年
５
月 

足

立
区
成
人
学
校
川
柳
講
座

を
受
講
、
昭
和
56
年
９
月 

受
講
生
９
名
に
て
足
立

川
柳
会
を
設
立
、
講
師
に
佐
藤
正
敏
、
野
谷
竹
路
両

氏
に
委
嘱
、
平
成
15
年
６
月
我
妻
・
野
谷
代
表
を
経

て
三
代
目
代
表
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。 

現
在 

足
立
川
柳
会
代
表
、
日
川
協
常
任
幹
事 

   

川
柳
人
協
会 

事
務
局
長
、
東
都
川
柳
長
屋
連 

店
子 

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会 

常
任
理
事
兼
顧
問 

平
成
３
年 

足
立
区
文
化
発
展
に
対
す
る
感
謝
状 

平
成
13
年 

足
立
区
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰 

平
成
21
年 

川
柳
文
化
賞 

平
成
24
年 

文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰 

 

岐
阜
県 

鷲
見

す

み 

敏
彦

と
し
ひ
こ 

昭
和
７
年
７
月
28
日 

岐
阜
県
生
ま
れ 

岐
阜
県
川
柳
作
家
協
会 

理

事
長
、 

岐
阜
川
柳
社 

主
幹 

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
川

柳 

講
師
、
元
朝
日
新
聞
ぎ
ふ
柳
壇 

選
者
、
岐
阜
県

文
芸
祭
専
門
委
員
、
岐
阜
市
文
芸
祭
実
行
委
員 

他 

長
野
県 

石
田

い
し
だ 

一
郎

い
ち
ろ
う 

昭
和
８
年
７
月
10
日 

昭
和
31
年 
川
柳
キ
マ
ロ

キ
吟
社
創
設
代
表
、
昭
和

39
年 

長
野
川
柳
作
家
連

盟
幹
事
、
平
成
９
年 
長
野

県
川
柳
作
家
連
盟
会
長
就
任
（
20
年
退
任
）、
平
成

20
年 

長
野
県
川
柳
作
家
連
盟
顧
問
、
日
本
川
柳
ペ

ン
ク
ラ
ブ
理
事
、
平
成
13
年
か
ら
信
濃
毎
日
新
聞
柳

壇 

選
者
・
北
信
濃
新
聞
・
テ
レ
ビ
飯
山
・
の
う
さ
い

北
信
等
柳
壇 

選
者
・
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部 

講
師
・
川
柳
宮
城
野 

同
人 

選
者 

現
代
川
柳
同
人
・
現
代
川
柳
か
も
め
舎
同
人 

 

大
阪
府 

長
江

な
が
え 

時
子

と
き
こ 

昭
和
７
年
大
阪
市
生
ま
れ 

昭
和
51
年
作
句
を
始
め
る

昭
和
55
年 

朝
日
な
に
わ

柳
壇
創
設
と
同
時
に
投
句

開
始
、
昭
和
56
年 

堺
番
傘

川
柳
会
に
入
会
、
昭
和
59

年 

番
傘
川
柳
本
社
同
人
、
昭
和
63
年 

泉
北
す
ば
る

川
柳
会
を
創
設
（
現
在
27
年
目
）、
平
成
元
年 

川
柳

ei
の
会
設
立
に
参
画
（
そ
の
後
会
長
）、
平
成
10
年 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
川
柳
講
座
講
（
14
年
間
）、
平
成

11
年 

高
島
屋
ロ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
川
柳
講
師
（
６
年

間
） 

平
成
15
年 

川
柳
句
集
『
仙
人
掌
の
花
』
を
発
刊
（
６

０
０
部
）、
平
成
16
年 

同
句
集
が
「
第
７
回
日
本
自

費
出
版
文
芸
賞
」
受
賞 

平
成
23
年
堺
番
傘
川
柳
会
会
長
（
４
年
間
） 

現
在
、
番
傘
川
柳
本
社
常
任
幹
事 

指
導
部
長 

泉
北
す
ば
る
川
柳
会 

会
長 
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平

成

柳

多

留

賞 

い
い
町
だ
み
な
石
垣
の
顔
で
い
る 

栃 

木 

柳
岡 

睦
子 

 
Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞 
い
ち
に
ち
を
た
た
む
夫
婦
の
茶
に
た
た
む 

新 

潟 

若
林 

柳
一 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

も
う
風
は
読
ま
な
く
て
い
い
日
向
ぼ
こ 

茨 

城 

佐
瀬 

貴
子 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

人
間
が
殖
え
て
歪
に
な
る
器 

愛 

知 

伊
賀 

武
久 

 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞 

い
つ
の
日
か
核
の
柩
を
送
ろ
う
か 

千 

葉 

岡
部 

則
正 

人
ひ
と
り
赦
し
大
河
と
な
る
こ
こ
ろ 

山 

形 

鈴
木
異
呂
目 

良
く
来
た
と
窓
か
ら
孫
を
抱
き
上
げ
る 

福 

岡 

井
村 

 

隆 

命
誕
生
家
系
図
を
弾
ま
せ
る 
東 

京 

西
潟
賢
一
郎 

ゆ
っ
た
り
と
昭
和
史
た
ぐ
る
大
戦
史 
広 

島 

野
村 

弘
之 

 

（
川
柳
大
賞
は
ご
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
取
り
消
し
ま
し
た
。） 

第十八回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 

（平成柳多留）入 選 作 品   （参加者 1,744 名） 

第
一
次
選
者 

 

「 

ル 

ー 

ツ 

」 

 
 
 
 

廣 

島 

英 

一 

 
 
 
 

大 

楠 

紀 

子 

 

「 

ゆ
っ
た
り 

」 

 
 
 
 

花 

道 

歌 

子 

 
 
 
 

川 

端 

一 

歩 

 

「 

招 
 

く 

」 

 
 
 
 

大 

野 

風
太
郎 

 
 
 
 

淡 

路 

獏 

眠 

 

「 

種
（
字
結
び
可
）

」 

 
 
 
 

舘 

岡 

稲 

風 

 
 
 
 

上 

甲 

満 

男 

 

「 

栄 

え 

る 

」 

 
 
 
 

辻 
 
 

晩 

穂 

 
 
 
 

平 

山 

繁 

夫 

第
二
次
選
者
（
50
音
順
） 

 
 
 
 

岡 

崎 
 
 

守 

 
 
 
 

河 

内 

天 

笑 

 
 
 
 

佐 

藤 

岳 

俊 

 
 
 
 

田 

中 

新 

一 

 
 
 
 

渡 

辺 
 
 

梢 
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 次の例会はいつ？お題は何？あなたの柳社の例会案内が日川協のホーム

ページで確認できるようになりました。手続きは内容を各柳社で入力をし

て貰うだけ。入力をしたら即ホームページで見れるようになります。 

 是非やってみたいという柳社がありましたら、事務局までお問い合わせ

ください。案内をお送りします。 

 

 

日川協ホームページで句会案内をしよう 
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編 

集 

後 

記 
 

★
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
夏
は

猛
暑
が
長
期
に
わ
た
り
続
き
、
川
柳
家
の
皆
さ
ん

も
う
ん
ざ
り
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

★
Ｐ
１
で
、
大
野
理
事
長
が
述
べ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
去
る
６
月
14
日
に
千
葉
大
会
が
行
わ
れ
、
特

に
今
回
は
銚
子
市
と
の
共
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
地
元
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
尽
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
こ
と
し
は
柳
多
留
２
５
０
年
の
節
目
に
当
た

り
、
日
川
協
と
し
て
も
誌
上
大
会
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
予
想
以
上
に
応
募
が
あ
り
、
そ
の
関
心
の

高
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。 

★
11
月
１
日
に
は
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
が
、
薩

摩
川
内
市
の
入
来
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
２
年
に
一
度
の
加
盟
柳
社
一
覧
表
（
名
簿
）
を

お
届
け
し
ま
す
。 

★
な
お
Ｐ
４
に
は
新
し
い
役
員
、
常
任
幹
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
常
任
幹
事
の
皆
様
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
）  

 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 

愛 
媛 

 
 

 

平
成
28
年
６
月
26
日
（
日
） 

 
 

 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

 

▼ 

札 

幌 

 
 

 

平
成
29
年
６
月 

 

▼ 

熊 

本 
 

 
 

平
成
30
年
６
月 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼ 

鹿
児
島 

 
 

 

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
） 

 
 

 

入
来
文
化
ホ
ー
ル 

 

▼ 

愛 

知 

 
 

 

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
） 

 
 

 

犬
山
市
民
文
化
会
館 

 

▼ 

奈 

良 

 
 

 

平
成
29
年
秋 

（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
） 

 
 
 
 

平
成
27
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 

役 

職 
 
 

お
名
前 

 

年
齢 

3
／
22 

常
任
幹
事 
 

大
川
幸
太
郞 

91 

4
／
5 

元
常
任
幹
事 

井
上 

 

博 

85 

6
／
15 

元
常
任
幹
事 

新
畑
ひ
ろ
し 

99 

7
／
6 

元
常
任
幹
事 

黒
川
正
之
進 

87 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間
に

出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の

う
ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川
柳
句

集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
末
日

ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊
及

び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平

成
28
年
１
月
末
日
ま
で
に
当
協

会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員

会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

第 ９ 回 
川 柳 文 学 賞 募 集 


